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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、TGF-β（形質転換成長因子β）スーパーファミリータンパク質の分泌リガンドをコードしています。このファミリーのリガンドは様々なTGF-β受容体に結合し、遺伝子発現を制御するSMADファミリー転写因子のリクルートメントと活性化を引き起こします。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によって潜在性関連ペプチド（LAP）と成熟ペプチドを生成します。LAPは、成熟ペプチドホモダイマー、LAPホモダイマー、および潜在性TGF-β結合タンパク質からなる潜在型、または成熟ペプチドホモダイマーのみからなる活性型で存在します。成熟ペプチドは、他のTGFBファミリーメンバーとヘテロダイマーを形成することもあります。このコードされているタンパク質は、細胞の増殖、分化、および成長を制御し、インターフェロンγや腫瘍壊死因子αなどの他の成長因子の発現と活性化を調節することができます。この遺伝子は腫瘍細胞で頻繁に発現が亢進しており、この遺伝子の変異はカムラティ・エンゲルマン病を引き起こします。 [RefSeq提供、2016年8月]
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	TGF ベータ 1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。
	

	AMRe87796 を 1:1000 で使用して A549,U2OS 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

